
１． 令和５年　９月　16日(土) 団体戦 ※ 組合せ抽選・打合せ ７：５０～
　　　　　　　　　　18日(月) 個人戦 公式練習 ８：００～
※　予備日　９月17日(日)　、　９月23日(土) 試合開始 ８：２０～
集合時間

2． 〔北部男子〕 いこいの広場 〔北部女子〕 掛川市立西中学校
〔南部男子〕 大東総合運動場 〔南部女子〕 大東北運動場・掛川市立城東中学校
※ 予備日 掛川市立北中学校 掛川市立西中学校

菊川市立菊川西中学校 掛川市立大須賀中学校

3．

4． ＜北部男女＞　各５校　
[ ] [ ] [ ] [ ] [ ]

＜南部男子＞　７校　
[ ] [ ] [ ] [ ] [ ]
[ ] [ ]

＜南部女子＞　７校　
[ ] [ ] [ ] [ ] [ ]
[ ] [ ]

5． １名　（当該校の校長、教員、部活動指導員）
当該校の校長、教職員または校長の承認を得た外部指導者
※朝の打合せに参加したコーチのみ、ベンチ入りを認める。
※打ち合わせ内容を厳守すること。
※外部指導者は、理事が作成した「外部指導者証」を着用する。

各校 １チーム（同一校の４人以上８人以内の登録）
各校 ２年生同士のペア　、　２年生を含むペア、
出場に十分な審判技術を有した１年生ペア（３ペア以内）

競技役員・競技別会長・救護担当　７：３０

岳　洋

菊川西 菊川東 岳　洋

齊 藤 利 夫 （ 城 東 ）

城　東
浜　岡

城　東
浜　岡

大　浜
御前崎

大須賀
御前崎

菊川西 菊川東

参 加 校
桜が丘 掛川北 掛川西 掛川東

貝 嶋 達 也 （ 岳 洋 ）

（ 大 浜 ）

滝 口 諒 介 （ 御 前 崎 ）

（ 御 前 崎 ）
山 本 高 裕

前 川 恭 佑 （ 菊 川 東 ）

小 笠 中 学 校 新 人 総 合 体 育 大 会 ソ フ ト テ ニ ス の 部

城 下 俊 介

会 場

救 護 志村今日子 （ 掛 川 北 ）
競 技 別 会 長 （ 掛 川 北 ）

期 日

石山 近 （ 掛 川 西 ）
高 橋 浩 美 （ 掛 川 西 ）

〈女子〉〈男子〉

チ ー ム 編 成

河原﨑裕子 （ 菊 川 西 ） 蔭 野 結 菜

（ 城 東 ）

（ 掛 川 東 ）審 判 長

コ ー ト 主 任

会 場 責 任 者

中 山 竜 彰（ 原 野 谷 ）

鈴 木 優 華 （ 掛 川 西 ）

川 中 瑞 貴

（ 掛 川 西 ）鈴 木 優 華

小 関 航 平 （ 掛 川 西 ）
西 村 宏 通 （ 桜 が 丘 ）

進 行 ・ 記 録 渡 邊 凌 （ 掛 川 東 ） 杵 塚 茉 穂 （ 掛 川 北 ）

大 村 友 佑 （ 掛 川 北 ）

〔北男〕
〔南男〕

〔北女〕
〔南女〕

競 技 役 員 全 体 統 括 川 中 　瑞 貴　（ 原 野 谷 ）

杵 塚 茉 穂 （ 掛 川 北 ）競 技 委 員 長 渡 邊 凌 （ 掛 川 東 ）

《　北　部　》

コ ー ト 主 任 加藤 雅巳 （ 岳 洋 ）

監 督
コ ー チ

選 手 【団体戦】
【個人戦】

競 技 別 会 長
救 護

進 行 ・ 記 録 髙栁 綾 （ 大 浜 ）

大 村 友 佑 （ 掛 川 北 ）

永倉 純 （ 菊 川 東 ）

原野谷

《　南　部　》

犬塚 智也 （ 浜 岡 ）

〈男子〉

競 技 委 員 長

会 場 責 任 者 松下 浩人 （ 菊 川 西 ） 小 澤 秀 和 （ 大 須 賀 ）

村松 大嗣 （ 御 前 崎 ） 小 澤 秀 和 （ 大 須 賀 ）
熊切英実子

松下 浩人 （ 菊 川 西 ）
滝 口 諒 介

（ 菊 川 西 ）

栗林 渓 （ 浜 岡 ）

柴 田 勝 明 （ 城 東 ）
（ 城 東 ）

髙栁 綾

森 下 尚 （ 桜 が 丘 ） 酒井 篤 （ 原 野 谷 ）

〈女子〉
原田 英明 （ 菊 川 西 ）

審 判 長
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6．
５チームによる総当たり戦
※ 全試合３本すべて実施。
予選リーグ（３チームのリーグ１つ・４チームのリーグ１つ）を組み、その結果をもとに
決勝トーナメントを行う。
※ 組合せは「一年生大会団体戦（R4.12.17）」の結果をもとに決定。
※ リーグ戦は３本すべて実施、決勝トーナメントは２本先取とする。
トーナメント戦
※ 組合せは「一年生大会団体戦（R4.12.17）」の結果をもとに決定。

7．
（ １ ） (公財)日本ソフトテニス連盟の「ソフトテニスハンドブック」及び、大会要項による。
（ ２ ） 試合球は、男子が「ダンロップ」、女子が「ケンコー」とする。※公認球
（ ３ ） 試合は、団体戦・個人戦とも５ゲームマッチを基本とする。
（ ４ ） 団体戦は、登録選手８名のうち３ペアで対戦を行う。ペアの組合せは自由。

・ 登録選手以外を出場させた場合は、チーム全体を失格とする。
・ ペアの組み合わせはその都度変えることができる。３ペアに満たない場合は、１番から順次出場する。

（ ５ ） 審判は、進行表に記載された者が行う。進行状況により本部から指定することもある。
（ ６ ） 選手変更について

・ 団体登録選手の変更は認めない。
・ 個人戦は、ペアの内１名の変更を認める。その結果、下級生同士のペアになってしまってもよい。

ペアの両方の変更は認めず棄権とする。
・ 個人戦２ペアにそれぞれ変更がある場合は、その２ペアの一人ずつを組み合せて１ペアとすることが

できる。ドローは申込み時の順位の上位ペアの枠に入れる。
（ ７ ） 監督、外部指導者(コーチ)について

・ 団体戦、個人戦ともに、監督(コーチ)１名のベンチ入りを認める。
・ 団体戦で、２面展開の場合にはコート中央に移動してよい。また、１面展開に戻った場合にはそのコート

に移動してよい。ただし、インプレイ中に移動はしないこと。
・

・ ベンチに入っている者以外のアドバイスは禁止。試合中以外のタイミングに、コート外で指導する。
・

（ ８ ） 服装について

・ ユニフォームの上は半袖のゲームシャツ、下は膝より上のパンツ・スコートを着用する。
※ 日本ソフトテニス連盟公認メーカーに限る。

・ ユニフォームに限り、大会開催中のシャツ出しを認める。袖はまくらない。
・ アンダーギアを着用する場合、色は「白、黒、紺、ベージュ」で、柄の入っていない物とする。

長さの制限はなし。ライン、模様等は同色であればよい。
・ テニスシューズを着用する。靴ひもも含めて左右同色の物とする。
・ ラケットについて、カラーガットは求めるが単色とする。
・ キャップ、サンバイザー、鉢巻等の使用は認める。ただし、市販されている元の状態のものに、

印刷や刺しゅう等を加えることは認めない。
・ 学校指定の体操服での出場も認める。
・ 背中のゼッケンをユニフォームに、「糸で縫い付ける」「ホックで四隅を留める」「マジックテープで留める」

「公認メーカーの安全ピン・グリップで留める」のいずれかの方法で付ける。
※ ゼッケンについて

・ Ｂ５版横（白地）の大きさの布とする。
・ 文字は、「ゴシック体(太文字)」の「漢字」「かな」

を使用し、文字色は「黒」とする。
・ 学校名には、「中」を必ず明記する。
・ 同一校に同じ姓の選手がいる場合には、名前の１文字を少し小さく付け加えて区別する。

・ 服装は、選手に準ずる。
・ 監督、コーチがサングラスをかけることは可能。
・ 日傘の使用を認める。（選手も可）

※ 色は黒、紺等とし、ボールが見えにくくなる恐れがある白、シルバー等は禁止。

【 個 人 戦 】

競 技 規 定

競 技 方 法

静　　岡

佐　藤
桜が丘中

静　　岡

 鈴 木 和

掛川東中

〔 北 部 〕

〔 南 部 〕

〔北 ・ 南〕

個人戦で、２ペア以上出場し同時に対戦が行われている場合には、隣接しているコートであれば、選手はアドバ
イスを聞きに来られる。離れたコートの場合には、監督がベンチを離れてアドバイスに行くことができる。ただし、
一度離れたベンチに戻ることはできない。また、監督が他の者と交代することもできない。

マッチ内に選手にアドバイスする場合には、チェンジサイズ時及び、ファイナルゲーム前の１分以内とし、監督が
所定のベンチで行う。45秒でレッツプレー、１分後に次のゲームの準備に入っていることを基本とする。

〔選手〕

【 団 体 戦 】

〔監督・コーチ〕
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（９） マナー、注意事項
・ お互いのマナーを尊重する。過度のかけ声または相手を不快にする態度、発声をしない。
・ プレーヤーは、審判の指示にしたがいマッチの開始から終了まで連続的にプレーする。
・ 相手を不快にさせる、他のコートに迷惑をかける応援等をした場合、１回目は注意、

以降度重なる場合は応援団を退場させる。
・ ベンチ内の選手や監督、コート外の観客による声を出しての応援を認めるが、インプレー中の声掛けや、

戦略に関わる内容の声掛け等は禁止とする。
・ 審判は、選手・監督に対し警告(イエローカードを提示)する。

※ ３度目は競技委員長・審判長の判断で警告(レッドカード)する。
（10） 熱中症対策

・ 会場での気温（乾球温度）が 35℃以上であり、ファイナルゲームとなった場合、ファイナルゲームに入る
前に、３分間のコート内の日傘による日陰（アンパイアの目の届く範囲）での休憩を許可する。
※ 開始から１分間はコーチングができるが、残りの２分間はコーチングをせず休憩だけとする。

・ チェンジサービス時、審判台の下に置いてある飲み物に限り、給水を認める。

8．
参加申込みは「R5小笠テニス大会申込書（Excel）」を用いて、下記の通り行う。
【団体戦】

『新人「団体」』に必要事項を記入し、紙媒体（職印付）を、大会当日（団体戦）に各会場の競技委員長
へ提出する。

【個人戦】
『新人「個人」』に必要事項を入力し、８月28日（月）16時30分までに、
「北部男子：渡邊（掛川東）」　「北部女子：杵塚（掛川北）」
「南部男子：髙栁（大　浜）」　「南部女子：滝口（御前崎）」　へ、データ（職印不要）で提出する。
また、同データの紙媒体（職印付）を、個人戦当日に競技委員長へ提出する。

9．
（ １ ） 表　彰 ［優勝杯、賞状、個人賞状］ ［賞状］

［賞状］（２校）
［賞状］ ［賞状］
［賞状］（２ペア）

（ ２ ） 開会式・閉会式
実施しない。ただし、入賞した選手のみで表彰式は行う。

10．
小笠支部ソフトテニス部長　　川中　瑞貴
〒４３６－０１０６　掛川市寺島15　掛川市立原野谷中学校
電話　０５３７－２６－００１１ FAX　０５３７－２６－０１３２

11．
（１）

学校及び個人（参加者）の責任において、うがい、手洗い、マスクの着用、アルコール消毒などの予防に
努める。又、監督、引率等の先生の責任において参加選手等の健康観察を行う。

（ ２ ） 中止の場合は朝６時00分に判断する。各競技委員長に各顧問が直接連絡を取る。
（ ３ ） 登録選手以外の生徒の入場を認める。
（ ４ ）
（ ５ ） YONEX CUP 小笠予選 について

・ 本大会の団体戦の結果をもとに、令和５年度 YONEX CUP 小笠予選の団体戦の組合せを決める。
〔全12校参加〕

・ 本大会の個人戦の結果をもとに、令和５年度 YONEX CUP 小笠予選の個人戦の組合せを決める。
〔全24ペア参加。南北新人戦それぞれの出場ペア数を基に、24ペアを南北に比例分配する。〕

そ の 他

準優勝

準優勝

表 彰 ・ 開 閉 会 式
【団体戦】

【個人戦】

優　勝
３　位
優　勝
３　位

責 任 者 連 絡 先

参 加 申 し 込 み

大会参加にあたって

駐車場の台数に問題があるとき、駐車券を配布し車両台数制限を行う場合がある。
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12．

【　北部男子：団体戦　】

※ 「令和４年度一年生大会団体戦」の結果をもとに北部の順位を確認し、第１位から順に①へ配置した。

【　北部女子：団体戦　】

※ 「令和４年度一年生大会団体戦」の結果をもとに北部の順位を確認し、第１位から順に①へ配置した。

⑤　原野谷 勝数 負数 順位

組 み 合 わ せ

①　掛川西

②　掛川東

③　掛川北

④　桜が丘

⑤　原野谷

①　掛川西 ②　掛川東 ③　掛川北 ④　桜が丘

⑤　掛川北

順位

①　掛川東

勝数 負数

②　桜が丘

③　原野谷

④　掛川西

①　掛川東 ②　桜が丘 ③　原野谷 ④　掛川西 ⑤　掛川北

ソフトテニス4



【　南部男子：団体戦　】

※ 「令和４年度一年生大会団体戦」の結果をもとに南部の順位を確認する。
１：菊川東　２：大浜　３：御前崎＆城東＆浜岡　６：菊川西＆岳洋

※ 当日朝、代表者による抽選でリーグ組合せを決める。
「Ａ②・Ｂ②・Ｂ③ ＝ 御前崎＆城東＆浜岡」、「Ａ③・Ｂ④ ＝ 菊川西＆岳洋」

【　南部女子：団体戦　】

※ 「令和４年度一年生大会団体戦」の結果をもとに南部の順位を確認する。
１：菊川東　２：浜岡　３：大須賀　４：城東＆菊川西　６：岳洋＆御前崎

※ 当日朝、代表者による抽選でリーグ組合せを決める。
「Ａ②・Ｂ③ ＝ 城東＆菊川西」、「Ａ③・Ｂ④ ＝ 岳洋＆御前崎」

順位

②　　　　　　

③　　　　　　

①　菊川東 

①　菊川東 ②　　　　　　 ③　　　　　　 勝数 負数 順位Ａ リーグ

①　菊川東 

①　菊川東 

②　　　　　　

③　　　　　　

②　　　　　　 ③　　　　　　 勝数 負数

第 １ 位 第 ５ 位

③　　　　　　

④　　　　　　

②　　　　　　

①　大　 浜 

Ｂ リーグ

①　浜　 岡 

順位

A１位 Ｂ２位 A２位 Ｂ１位 Ｂ３位 Ｂ４位 A３位

Ａ リーグ

②　　　　　　①　大　 浜 ③　　　　　　 ④　　　　　　

A３位

②　大須賀 

③　　　　　　

④　　　　　　

第 １ 位 第 ５ 位

A１位 Ｂ２位 A２位 Ｂ１位 Ｂ３位 Ｂ４位

Ｂ リーグ ①　浜　 岡 ②　大須賀 ③　　　　　　 ④　　　　　　 勝数 負数 順位

勝数 負数
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